
医療安全は
新たなステージへ



医療安全全国共同行動
“いのちをまもるパートナーズ”

キャンペーン

2008年5月キックオフ

2008年5月～2010年12月(第1期）

2011年1月～2013年3月 (第2期）

2013年5月1日

一般社団法人医療安全全国共同行動 設立
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医療安全全国共同行動の目的

医療の質・安全の向上をめざす取り組みの普及

医療の質・安全向上の取り組み成果を可視化

医療に対する患者・市民の信頼の向上
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健康福祉機構
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TQM

Naruo UEHARA

共同行動に参加・
協力いただいた
団体・学会

９１（のべ）



共同行動に参加
いただいた医療機関

６９１施設（のべ）
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医療安全全国共同行動
“いのちをまもるパートナーズ”

参加登録証

全国フォーラム
の開催 ８回



7Naruo UEHARA

分科会



8Naruo UEHARA

地域フォーラム・
セミナーの開催

５１ 回



9Naruo UEHARA
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共同行動
地域推進拠点

１２ 団体・機関



安全な手術－ＷＨＯ指針の実践
取り組みの前と後 （前）

A：まだ取り組んでいない（準備中など）

B：実施態勢・実施計画（改善計画）を作成した

C：一部の部署（病棟や診療科など）で実施している

D：病院全体（対象となるべき部署のすべて）で実施している

麻酔導入前チェックリストの励行

皮膚切開前チェックリストの励行

手術室退室前チェックリストの励行

20% 50%
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A：まだ取り組んでいない（準備中など）

B：実施態勢・実施計画（改善計画）を作成した

C：一部の部署（病棟や診療科など）で実施している

D：病院全体（対象となるべき部署のすべて）で実施している

麻酔導入前チェックリストの励行

皮膚切開前チェックリストの励行

手術室退室前チェックリストの励行

20% 50%

安全な手術－ＷＨＯ指針の実践
(後）
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周術期肺塞栓症の予防
取り組みの前と後 （前）

A：まだ取り組んでいない（準備中など）

B：実施態勢・実施計画（改善計画）を作成した

C：一部の部署（病棟や診療科など）で実施している

D：病院全体（対象となるべき部署のすべて）で実施している

E:事情により中止または中断した

適正予防策選択のための総合的評価の実施

患者への説明と患者参加の促進

予防策の確実な実施と安全管理

肺塞栓予防の重要性に関する職員教育の徹底

ハイリスク患者へのスクリーニング検査の実施

肺塞栓症の早期診断・治療マニュアルの作成

予防的抗凝固療法の安全管理

20% 50%
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A：まだ取り組んでいない（準備中など）

B：実施態勢・実施計画（改善計画）を作成した

C：一部の部署（病棟や診療科など）で実施している

D：病院全体（対象となるべき部署のすべて）で実施している

適正予防策選択のための総合的評価の実施

患者への説明と患者参加の促進

予防策の確実な実施と安全管理

肺塞栓予防の重要性に関する職員教育の徹底

ハイリスク患者へのスクリーニング検査の実施

肺塞栓症の早期診断・治療マニュアルの作成

予防的抗凝固療法の安全管理

20% 50%

周術期肺塞栓症の予防
(後）
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一般社団法人医療安全全国共同行動

目的と事業

日本の医療を支える全国の医療機関、医療従事者、医療
団体が、職種や専門分野を超えて連携、協力し、患者さん
の安全を守り、患者さんと医療者が安心して治療に専念で
きる医療環境づくりを促進することを目的とし、以下の事
業を行う

（１） 医療における有害事象の低減と患者安全の確保に
資する対策の普及を促進する活動

（２） 医療安全の向上に向けた医療団体、医療機関の相
互協力を促進する活動

（３） 医療安全全国フォーラムの開催
（４） 安全な医療環境づくりに資する提言
（５） 上記の目的を達成するために必要なその他の事業
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http://kyodokodo.jp/
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患者さんと医療者がともに
安心してケアに専念できる
環境づくりへ


